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1. 長寿命化修繕計画策定の背景・目的 
 

 

 

 

2. 長寿命化修繕計画の対象施設（元地覆道） 

 
 

●元地覆道起点側正面        ●元地覆道諸元 

 
 

3. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 
 

 

1 ） 背 景 

○ 礼文町が管理する覆道は元地地区の元地覆道の1施設である。平成30年度に北海道から移管され

た施設である。竣工は昭和58年(1983年)であり竣工より約40年経過している。 

○ 管理覆道の維持管理について、従来の事後保全的な対応を継続した場合、維持管理に要する費用が

膨大となり、安全性・信頼性を確保するための適切な 維持管理を続けることが困難となる恐れがある。 

○ 限られた財源の中で効率的に維持管理してくいためには、適切な時期に修繕を行うなどの維持管理

計画の取組みが不可欠である。 

2 ） 目 的 

○ 管理覆道の高齢化に対応するため、従来の事後保全的な対応から予防保全的な対応に転換を図

り、地域の道路ネットワークの安全性・信頼性を向上させ、道路附属物施設長寿命化修繕計画により

修繕・架替え に係わるコスト縮減を図ることを目的とする。 

 

1 ） 健全度の把握に関する基本的な方針 

○ 道路法施行規則第四条の五の五に基づき、５年に１回近接目視を基本とする定期点検を実施す

る。 なお、定期点検は、｢シェッド・大型カルバート等定期点検要領｣に基づいて行い、健全性の診

断結果を４段階に区分し、施設の損傷を早期に把握する。 

○ 定期点検で得られた健全度に応じて、必要な対策を適切な時期に実施する。 

2 ） 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

○ 利用状況および点検結果を基に、定期パトロ－ルおよび異常時点検を行う。 

○ パトロール時に上部工コンクリートの剥落など利用者被害が懸念される損傷が確認された 

場合には緊急点検等を実施し、利用者被害の予防措置に努める。 



4. 対象覆道の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

基本的な方針 
 

 

 

5. 対象施設の次回点検時期及び修繕内容・時期又は更新時期 
 

 

 

【 次回点検時期 】 

 
5年に1回の定期点検が定められているため、次回定期点検は令和9年（2027年）に実施する予定である。 

 

【 次回修繕内容・時期 】 

 

・本年度（令和4年度）の定期点検結果において健全性の診断において、判定区分Ⅲ（早期措置段階）の 

損傷および判定区分Ⅱ（予防措置段階）の損傷について修繕（補修）実施を行う。 

・修繕（補修）内容は主にコンクリートの剥離・鉄筋露出箇所を対象とする。 

・修繕（補修）実施時期は、令和7年（2025年）の実施を予定している。 

    

 

今後10年間の事業計画一覧表（橋梁＋覆道）を次ページに示す。 
 

 

 
○ 定期点検結果を基に、損傷に対する劣化予測を行い、予防的な修繕の実施を徹底することにより、

大規模修繕・架替えおよび事業費の高コスト化を回避し、全体的なコスト縮減を図る。 

○ 高齢化の進む施設に対応するため、従来の事後保全的な対応（損傷が大きくなってから行う修繕・

架替え）から、予防保全的な対応（損傷が小さなうちから計画的に行う修繕・計画的架替え）に転換

を図る。 

○ 詳細点検結果に基づく施設の健全度把握及び損傷状況に応じて長寿命化修繕計画を見直す。 



6. 長寿命化修繕計画による効果 
 

 

 
 
 

7. 撤去・集約化 

 

8. 新技術活用 

 

9. 費用縮減 

 

10. 計画策定担当部署 

 

○ 今後60 年の保全・更新事業費を試算した結果、予防保全型の累計は約2億円、大規模補修・更新の

累計は約21億円となり、予防保全型の維持修繕を実施することにより約19億円のコスト縮減効果が

期待できるシナリオとなる。 

方針 

元地覆道には迂回路が無く、道路利用者の安全確保の観点から施設の撤去・集約化に 

よる維持管理費の縮減は期待できない。  

   方針 

定期点検時および設計時には、新技術導入の検討を行い新技術の活用を目標とする。 

方針 

今後は、定期点検の費用縮減として、今後の委託業務のうち特別な機材や技能を必要と 

しない箇所について、職員点検や新技術を活用することで、令和9年度実施予定の定期 

点検についての外部委託費用の削減を約50万円削減することを目標とする。 

 

礼文町 建設課 

電 話     0163-86-1001 
 

 


